
 

健康は「自分」で守る 

人生は「自分」で創る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年、暖簾を新調しました。 

「漢方調合」「心身調和」。「和合」という字もあって、東洋医学の理念を 

一枚に表現しています。  

 

そして暖簾に初めて掲げた言葉が、健康は「自分」で守る。 

「自分で守るなんて、そんなの無理に決まっている！」という読者の方々

必読の今月号の内容です。自分の健康、体と心、ひいては命に対して 

他人任せにせず、自分自身がもっと積極的に関わりましょう。 
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突然ですが、今の学校教育は間違っている！と個人的に思っています。 

ある程度、読み書きそろばんが出来たら、次に教えるべきことは 

「自分の体がどうなっているのか？」。生きる上で、２次方程式よりも 

√の計算よりも大切なはず。 

 

・「生きる」とは、「健康」とは何か？ 

・健康で生きていくために、必要なことは何か？ 

・なぜ病気になるのか？ ・病気は防げるのか？ 

・病気から健康回復するにはどうすればいいか？ 

 

幸せに生きて行くためには、知識やお金よりも「健康」が最も大切だと 

大人はわかっているのに、どうしてそれを子どもたちに、小さい時から 

教えないのでしょうか。肝臓病なのに肝臓がどこにあるかも知らない大人

たち・・・新車のスペックや新居の間取りには、大いに関心を持つのに。 

 

病気になったら病院に行って、お医者様に診てもらって、お薬もらって 

言われたとおりにしていれば、そのうち治る。 

そう信じて疑わない大人が多いから、今の学校教育にも疑問を覚えない 

のでしょう。ペーパーテストがよくできる生徒が評価されるシステム。 

それはある意味、教師や学校にとって都合の良い、従順な子どもたちを 

量産する場でもある。 

 

「それ、絶対おかしい！」「それ、違うだろ！」「自分はそう思わない！」 

大人や社会に疑問を感じない、自分の意見を持たない子どもたち。 

 

太田東西薬局では不登校のお子さんの相談が多いです。 

学校に行けなくなった子どもたちに、私は微笑みながら言っています。 

 

「君が正しい！ 学校なんか行きたくない、勉強なんかつまらない。 

それを不登校という行動で意思表示できた君は、実に素晴らしい！」 

 

今の医療に対して「何かがおかしい」と感じて、自分自身で調べてみて 

自分の考えを医者に伝える。疑問点は遠慮せず尋ねる。どうして自分の命

にかかわることなのに、そうした主体的な行動ができないのか？  

つまるところ、「健康は自分で守る」という意識と習慣がないからです。 
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○○病のご相談に対して、私は薬の説明を積極的にしていません。 

それは薬剤師として果たすべき任務かもしれませんが、もっと大切なこと

に、根本から健康回復を達成していただくために、以下の知識（健康観）

を伝授することに時間をかけています。 
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ちょっと難しかった？？(^-^;  ᶠɥɡɟ 

 

太田東西薬局は「漢方専門薬局」と銘打っていますが、私は自分のことを

薬剤師よりも「教師」だと考えています。ここは薬局というよりも学校。 

＜太田東西学校＞。そう、皆さんは患者ではなく「生徒」です！＼(^o^)。 

 

どうして自分の病気を自分で治そうとしないのか？ 病気になったら 

すぐ病院に行って、医者の見立て・指示に迷わず従うのか？ 

それは皆さんが「頭が悪い」からではありません。 

 

教わっていないから、習っていないからです！ 

だから「自分の健康は自分で守る」なんて、考えもつかないのです。 

だから私は教師となって、「健康とは何か」を日々教えているのです！ 

 

体と心のつながり状態を示すのが「血流」。 

だから毎回、血流を測定しているのです。 

 

自分の健康は自分で守るという意識が芽生えると、必然的に「衣食住」が

変わります。今まで安くてお得で便利な品を買っていたのが、体に良い物

“ホンモノ”を選ぶようになります。プライスではなく「ヘルス」を優先

する生き方に変わります。加工食品やファストフードの味がまずくなり、

シャンプー・柔軟剤・消臭剤など人工的香りに拒否反応が出てきます。 

いつしかイライラや落ち込む機会が減り、やる気がみなぎっています。 

 

衣食住の価値観が一変した結果、体と心の状態も一変します。 

病気をほとんどしなくなり、「強い体と心」を実感するようになります。 

「健康は自分で守る」というスタイルが定着して習慣になります。 

「人生は自分で創る」という主体的な生き方に変わって行きます。 

 

「病院・医者・薬を当てにするな」と言いたいのではありません。まずは 

「自分の健康は自分が責任を持つ」という意識を持ってほしいのです。 

病院は頼る所ではなく利用する所。あくまでも自分の主治医は「自分」。 

難しい医学知識は不要。もっと自分を観察する時間、自分に向き合う時間

をつくりましょう。あまりにも自分を後回しにして、周りに流されたまま

自分を知らな過ぎる人たちが多過ぎる。自分をもっと大切にしましょう。 

 

今年も太田東西学校の教室で、ぼっーと、ぼけっーとしている生徒には 

厳しい“喝”入れますから、覚悟しなさい～～～～～！！＼(^o^) 
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